鉄と硫黄の反応

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

原子と原子を組み合わせるとどうなるか調べよう
鉄と硫黄
◎今回は例として鉄（原子記号：　　　　）と硫黄（原子記号：　　　　　　）と組み合わせてみる。

◎鉄と硫黄を混ぜておくだけでも反応するが、時間がかかるのでガスバーナーで（　　　　　　　　　）して時間をはやめる。

鉄と硫黄を反応させてみよう
· 鉄7g，硫黄4gを乳鉢と乳棒でしっかり混ぜる。

· 加熱する方と加熱しない方に目分量で分け、　加熱３　：　そのまま１　に分ける。

☆加熱する方について　（加熱するのは、反応を　　　　　　　　　するため）

・加熱する方はアルミ箔に包んで試験管の上の方を赤くなるまでバーナーで熱する。
・加熱後の中身は試験管を薬包紙の上で逆さまにし，とんとんしてでてきたものをピンセットで取り出す。（全部出さなくても，かけらを塩酸に入れればよい）
☆加熱しない方

・加熱する方とは違う試験管に少し入れ、磁石を近づけたり、塩酸と混ぜたりする。

☆実験結果
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☆結果から（加熱後の物は、加熱前の物から




になった）
　→鉄と硫黄を反応させ、鉄でも硫黄でもないミックスしたものができた。

まとめよう
◎　　鉄　　＋　　（　　　　　　　　）　　　→　　　（　　　　　　　　）



　（　　　　　化　）
◎２つの言葉の意味を調べよう
・化合の中でも特に硫黄とくっつく化合を（　　　　　　）
鉄は　　　　と反応して，　　　　　　　という，別の　　　　　　　　になった。
